
幼稚園名 西荻学園幼稚園 園長名 有馬 尊義 

住所 〒167-0042 杉並区西荻北 2-11-3 創立  1950 年 

電話番号 03（3396）8466 FAX 番号 03（3396）8466 

ＵＲＬ https://nishiogi-g-y.com/ 最寄り駅 西荻窪駅 

2024 年度年少クラス募集人数（実績）    26 名 定員数   105 名 

各学年のクラス数 年長  1 クラス 年中  1 クラス 年少 1 クラス 

送迎バス 

☐あり 

なし 

駐車場 

☐あり 

なし 

指定制服 

☐あり 

一部あり（体操着のみ） 

□なし 

指定カバン 

☐あり 

なし 

プレ（2 歳児/満 3 歳児クラス または定期的に参加するもの） 

あり   □なし 

昼食 

週 4 回 

※給食（ ☐自園調理  ☐配食 ） 

預かり保育 通常時/長期休暇中 

あり   ☐なし / あり   ☐なし 

課外活動（幼稚園内で実施する習い事）  

 あり   ☐なし 

卒園後に進学する主な小学校 

桃井第三小学校、高井戸第四小学校、井荻小学校 



 幼稚園の考え方を知るための質問  

質問 1：園の一番の特徴は何ですか。（例：自由遊びをたくさんする、遊びの中でしっかり学ぶ、

園庭遊びをたくさんする、自然とのふれあいを大切にする等一言でお願いします。） 

回答１：遊びでも活動でも、子どもたちの意見と発想を大切にしています 

質問 2：園児と接する時に大切にしていることや教育方針を教えてください。 

回答２：お子さまの「意欲」「行動力」「決断力」「責任感」「コミュニケーション能力」とい

う「よりよく生きる力の基礎」を育むための丁寧・適時・適所な育ちの支援を大切にしています 

質問３：これからの子どもたちにはどのような力が必要と考えますか。 

回答３：「意欲」「行動力」「決断力」「責任感」「コミュニケーション能力」 

質問４：お昼ご飯はどのような内容ですか。（お弁当を持参する、おにぎりのみ持参する、希望

制の配食等自由に記述をお願いします。） 

回答４：お弁当持参の他、外部業者によるお弁当配達サービスも利用できます。一年を通して暖

かいお弁当（希望者）を準備できます。 

 幼稚園の活動を知るための質問  

質問 5：日々の活動内容について教えてください。 

質問 5-1：自由活動では園児たちはどのようなことをしていますか。 

回答 5-1：自由な時間は多様な遊びをしています。園庭では木登りやストライダーで遊ぶことも

できます。室内でも園庭でも工作コーナーがあり、ごっこ遊びのために自由に工作や折り紙など



もしています。室内ではカードゲームやボードゲームもできます。 

質問 5-2：他学年との交流はありますか。 

回答 5-2：自由遊びの時間は全学年で遊びます。年に 1 回 1 週間かけて「お店ごっこ」を縦割

りでします。不定期ですが 2 学年合同で活動をすることもあります。 

質問 5-3：一斉活動では外部講師が指導するものはありますか。 

回答 5-3：英語のじかん（年少～年長）、体操のじかん（年少～年長）、造形のじかん（年長）、

科学のじかん（年長）があります。 

質問 5-4：近年、新たに取り入れた活動や取り組みはありますか。 

回答 5-4：自己表現とコミュニケーション、考えて見通しをつける力や好奇心・探求心・想像力

のために「造形のじかん」と「科学のじかん」を始めました（2023 年度より） 

質問 6：小学校入園に向けた準備として行う事はありますか。（学習、生活、心の成長など様々

な観点でご回答をお願いします。） 

回答 6：文字や数字については年少の頃から読み聞かせの他、郵便ごっこ等の活動を通して興味

関心をもって取り組めるようにしています。それ以上に基本的な生活習慣や、自分のことを自分

でする意欲、お手伝い、自分の考えを表現する力、相手の意見を受け入れる力等、小学校以降の

「探求的学習」の基礎となる経験をクラスや個人の育ちに配慮しながら意識して行っています。 

質問 7：行事について教えてください。 

質問 7-1：主な年間行事を教えてください。 



回答 7-1：春の遠足（年中、年長）、荻窪警察署員による交通指導、消防署見学（年長）、プラ

ネタリウム見学（年長）、ヨーヨーつり（年長の準備する夏祭り、年少～年長）、運動会、秋の

遠足（年少～年長）、クリスマス会（年少～年長）、リズム参観（年少～年長） 

質問 7-2： 園児の参加する行事の中で、未就園児が親子で参加または見学できるものはありま

すか。 

回答 7-2：ヨーヨーつりは園庭開放の時間に合わせて参加できます 

 幼稚園と家庭とのかかわりを知るための質問  

質問 8-1：保護者会、委員会活動など保護者の参加が求められる行事はありますか。 

回答 8-1：保護者の運営する「父母の会」があります。父母の会の活動として委員会活動があり

ます。卒園年度には卒園アルバムの編集を保護者がされています。保護者の参加が必須の行事は

ありません。 

質問 8-2：行事以外の普段の日の保育参観は可能ですか。 

回答 8-2：一斉の保育参観は行っておりませんが「保育参加」という名で各クラス 2 家庭ずつ

の少人数で普段の保育をご覧いただいています。また希望があればその他の日の参観も可能で

す。 

質問 8-3：父母会やクラブ活動など、保護者同士の交流を深めるために行っていることはありま

すか。 

回答 8-3：保護者の運営される父母の会で、クラス毎のお茶の会や食事会を行うことがありま



す。 

質問 8-4：保護者の参加する係やお手伝いについて、具体的に教えてください。（例：～係（毎

月 1回）、～係（行事当日のみ）、クラス幹事（幹事会毎月 1回）等） 

回答8-4：幹事会（月 1回 各クラス2名の幹事が選ばれて父母の会の運営と幼稚園との

打ち合わせをします）。クリスマス委員（クリスマスのプレゼント準備、クリスマス会父母

の出し物準備）。アルバム委員（卒園アルバム作成）。運動会・クリスマス会の係（行事当日 

受付のお手伝いやおトイレ時間の見守りのお手伝い）。 

 

 降園後の活動についての質問  

質問 9-1：課外活動はどのようなものがありますか。 

回答 9-1：トランポリン教室、ピアノ教室、スポーツクラブ、幼児教室があります 

質問 9-2：預かり保育について伺います。 

質問 9-2-1：預かり保育を行う時間を教えてください。ある場合はできるだけ具体的に補足をお

願いします。（例：月火水木金 降園後～１７時）  

回答 9-2-1：早朝 7：30～（無料）。降園後～18：00（17：00 以降のお迎えは 500 円）。 

質問 9-2-2：長期休暇中の預かり保育はありますか。ある場合はできるだけ具体的に補足をお願

いします。（例：月火水木金 9 時～17 時、祝日、お盆、年末年始を除く ） 

回答 9-2-2：夏休み、冬休み、春休みの預かりも行っています（料金別）。月～金。基本登園時



間 9：00～（早朝 7：30 から可能）、最終 18：00 まで。事前予約制。年末年始、夏期休業期

間（お盆時期）、創立記念日、園舎園庭整備、その他の理由で行えない日があります。 

 

質問 9-2-3：預かり保育ではどのような活動を行いますか。 

回答 9-2-3：学期中の降園後の預かりは縦割りで室内遊びをします。長期休み期間は日常の幼

稚園の一日に合わせて午前中は縦割りの保育活動をし、昼食後は自由遊びの時間となります。 

質問 9-2-4：新 2 号認定を取得して預かり保育を利用している人はどのくらいいますか。 

回答:9-2-4：令和 6 年 7 月時点で 7 名（園児数 55 名）です。 

 考査に向けて心配な保護者に向けて差支えない範囲でおしえてください  

質問 10：質問 7-2 以外に、幼稚園説明会、未就園児向けの催しなど、入園を検討している保護

者と子どもが参加できる（園児が参加しない）行事はありますか。 

回答 10：プレ保育（親子参加で登録制）、園庭開放、入園説明会（年 2 回）があります。園見

学は随時受け付けていますので、お気軽に幼稚園までお問い合わせください。 

質問 11：幼稚園の選び方について、保護者の方へのアドバイスをお願いします。 

回答 11：お子さまに個性があるように幼稚園にも個性があります。口コミが全てではありませ

ん。ホームページ等の情報の他に、必ず見学をされることをお勧めします。幼稚園の理念や教育

保育を園長から聞き、教師の配置や園児たちの様子などをご覧になり、お子さまの個性にあった

雰囲気であるかを判断なさってください。見学の際には、通園の利便性・預かり保育や給食につ



いて遠慮なく質問してください。また子育てについて相談できることも大切です。通園後の不安

について相談なさってみると良いでしょう。お子さまと保護者に伴走してくれる幼稚園をお選

びください。 

質問 12：定員を越えた場合の選考方法を教えてください。 

回答 12：先着順です。入園手続きを終えられた方から入園を確定しています。 

質問 13：入園前後の子どもへの接し方について、保護者の方へアドバイスをお願いします。 

回答 13：幼稚園への不安を除き、期待感を育むために、幼稚園でどんな楽しいことがあるか、

お友達とどんなことができるかなどお話ししてください。園庭開放等で幼稚園施設に慣れ、実際

に園の雰囲気を味わう機会を作るのもおすすめです。早寝早起きの習慣や食事の時間など幼稚

園の生活リズムに近づけるのも良いと思います。着替え、靴の脱ぎ履き、食事など、身の回りの

ことを自分でできるよう、少しずつ練習を始めても良いでしょう。自信を持って幼稚園生活を送

ることができます。おむつは必ず入園前に外せている必要はありません。 


